法政大学史学会々報 第3号 by 法政大学 史学会
法政大学史学会々報 第3号
著者 法政大学 史学会
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政大學史學會々報
巻 3
ページ 1-22
発行年 1952-01-23
URL http://hdl.handle.net/10114/11192
Hosei University Repository
トミヨ!:，-
AigJj 』!， h ;tJ; 
i5h会氏gft;.
〆宝3 司Lw; 戸 、f'j-F. ，J
7 -1 じtQ3r- ;;tf ・.j久手え者夫
台、そ
3 号 )
え争
-. .
、ー
.. 
法政大学史学会発行
= 
• 
• 
• 
Hosei University Repository
頭辞
-ta i - - : ; : ' j
i - -
‘ji
-- :
jji
-
- f i - - . a -
会
公報講演要旨・『
、 ，A
ン下み封建制
j a - - 2 o
・e
・-';z
『守
a:::
。;薮竣和国
来、商の極東武家
-
-e:::
・;;'L''
讃都
・
清水
笠首刺期
yh
於ける司本之輔洋之の麹極
e ' ; ' a
』 : ・ :
・ '
グ渚宮
西域
A W
葉草
B'
・ ・
::;::Jji--
・・:::::;
: ; 験
、 火 砕
J院久下
足利学護主鎌阿寺〈支議出掛令〉・
:::ja--4:
、.‘:ハ安関
会員超越;;・
・
: ' e : :
， ‘
;
: ・ ，
;s
・
a・-、
: 0
・
・
ei
・e
・-
21a::a
川 内
思ひついたま
h::j-Ir--:
・ー
'''
zsa:
、
z:
いa
W叫内意ま
H
汁
若年寄:・
0
・
0zz
，
.
b
:
';
』
E:
・
1ao--;
パ酒悉正五部川門
会務課省:::，.，・
:Ja
- - F
・
8 : :
;::
・
:;:
J
i - - ;
'
::j
ハ謀説川議
4
頁〉
υ
同
会許
・
報省
- - a i - -
・ : : ・
:aJJ
・
- 4 .
，
.B
・
E .
‘::::;ハ会計導員〉内山
ケ)ブス顔。，，
j i - - B
・1 a J
J
・ -
‘
Ji
- -
- - j
i - -
-
- J
・: ・ : ; ・
: : ; - a ; ; j i - - f J J
・-j::;:;
円
四半
J
i
- - :
;:
・::
-Uji-
-: :
:
;
・
Fa i
--:
J
JJ
・ - : ・
ハ丹治生〉円
三
ト
年 : ・
:ji--
:
::;;
一
e J e - ; :
・ ; : : ‘
:-e
‘‘ハ寺沢注〉内
卒業主識的怠:卒業論文題司〈脅制滞
γ一回〉:・
:;
; ; 。 、
;
-
sJ¥::;::;A';::;
引
日
ジ欠
題 吋
イ
写
カサト
巻
毒薬
の
主
) 
f -四A.. セル.'、入えみ-0 、
藤井甚点都治
mM
叩儲叫吉一
持基太
まE
久
博 構
斗 2 2 
成
6 
司
8 
奇長
貝
、ノ
11 
Hosei University Repository
巻
頭
♂〉
鋒ー
巻頭角い言葉どし
一て、益広本会の一次ゆを議して、会景
品誌の
- Z ω h a r h
就き‘一きわど述ぶるこのとを許された凡
ま制大学め羽制攻新制大学吏学講の菰謝、学生設卒
業主を以て綴載せられてゐる本会降、議トト見懸け四年主 迦 、 、
fh.
をの間年々温測の行事叫どして
¥ A
問講演、者
究溶沼、引刷会め調進春
、
湯 川
μ
る 均 時
ιはくさを行って、
.志
支浅さ学会之
、して減、国党しを浩'動を説け、年疋'を多
ph
揺に諸
W入学会『
r
h兆して、何等涯色なきに至った。
こ抗
d陣痛、五会員各自が裏面
E h
ト本会を女識せらる与
の致す古典であゐ。品開
AF
・綾各方面に火活躍をなすべき諸
都恨 宰痛を着々進めっ、ある。
港
、訟に濯吏
AW
斌晃降、注年英、方法論ずし呉、学滅に'於
M
て、制期的建裁に遭遇してゐる。そ
Aニ々法論に焚いて
は、)一部の挙綾南
・ ト ，
唯物史観が湖町
.、もすれ段重視せら
れつ
? f
ゆると乏であゐ
e
その学践といふ
AWJ
円、初中学
・
按
AW
薮積よ墨・文科か}捗京を語体して社会科
AWWκ
載
り込まれ
4 s h
こてである。三めず一一摸制法曜かに斯学会に
新設運
h v -
尊んでいる涯葉足するご工
H V
できる。者等学
淀 川
V
このゑ
J閣の事戒に議選必らがて、ぷ
ew示の護支挙
A叩
e
--一台を蕗み通るこ芭がある。我が、蛍
J仏文学
B史学第の学
進派、法に蒋涜ぷ禍されず
、
確キ不動の基藤原
a . k d
恋
会
藤
井
甚
太
部
長
さ、遅突なる掌嵐を撃持しつ
¥
a)
歩々 冴々混
rト 婚 相
遣すべきマあるこ
y」を主義之してゐる。
.
、広掌市山内再入、
h J
喝、学生は、与す」共に増加しっ、あ
る
a
これ
fト蕗やぺく誉議当局に長い
r L
、も、吏学科のに
めに拝
、々奇
v一、マ軍棋の醤倒産を設けてゐる.誌が
r h i
池学
科に凋請、ぜ、勺れてゐる樽
-W
学 義 一
AV
識を薮
h h -
加草
4 4
終段
奨文なる惑と怠って、学会の意説芝弘
、し母ハ
v m w
マあ九
そもぜもま学の涯測註る
}J一同年を獄て
L
て、その護
課を鍾むべきず
HH
い。要ぱ同キ業績
・に於いて河鉱を誰捜
するこ之にある。裁が一同文学
λ管区紙、こめ巣作於い 重
大在る責片山か課せられてみる。蛍
- Z
失に卒業め諸君を
校外
rト送る
v ι
失いト、会
AW
厳命
JH
益々 重大
ε
なるものが
ある乞送はな汁れ降危ら立い。本会法忌包砂崩鏡、よ
AU
連 絡
v ι
古
・8
、切
一援絹励まる
h
に必要札る殺調官』怠るご
芭を期してゐるゆかくて占部会氏族、、はま武火学の攻学科
A V 4 μ
めに、高
ph
ほ天下
A W
文学会
A W
存めに、責宣にし
て註ガある一滋調
XL
て幕濯するこ
.E
を期してゐる.
会員嘉苗ばよくこ舟こ之をゴ承せられて、本入品を、支・靖、 柱 、 り る
3E
美
rト、又火
vrp
本会を活鴻ぜられて波しい。
Hosei University Repository
-田議
選史の島義法靖之
.云 『 か こ
v ' '
』が朗建になって、
，
司木々
中祖国、治政諸国なをめ心到達制護・#到達梓会。史的所見が盛んであるが、
PA Y F -
めど之瓜これまで余り湖頃穏に'
されてみ屯い@イン下吏
AW
誠亮が話相ひ進、，
X
認の泌涯
に沌べて遅れて着るめが最大
AW
理由でちるが、羽い重
吏を宥宅、場事黙な叫
λ曇
Aの骨骨遣のい此方をしてまた
λ
・ ン ド
・について、をの封建、樹高を羽らかに'するこ芝ばイジド吏留棒は勿論
'本ξ世界史品切嵐美からも犬切なこ
V」 で
あ る ・
A U J R
め叫到業制壊を前題
M卜する湯島、その渇漏が
M m
埼がふり河埼までであるか芝山ポふ論調建制点の或主ヤ崩壊の問題、
4
シ
w r
揖明宥め労火、
F
組問産主
φ
閣誕
hトついて
hな
E
重要な事揺が多いが、こ、にほ涌運を激って、回議
A
シ
w r
め遺業翻意、焼却にその市貯最構をなす
V J
ヤ
l
ぞ
l
叶 府 、 や
h r
舗を濃りよ庁、これ
rトよって
A
ン
w p
め希達
制表、み再会がとの帯二つな
'捗賓のもめかを山町》具体的に
制明らか詳して独た
e u - -
火さーな制度の一語、}樹博ばあ
ゐが、そめ中必、極静を立す事費で るかち、、根本市町事項低落ミ相らか
κ
・なるず』忍ばれる。
団 ン 々
1
キール主去、か調或試)口匹叉へ降、
2 
『公開麓演要旨
封建'制
、
J 
ド
、の
イ
まロ
¥ 
久
司 薮 、
4 ν
d p
八
}50
大
iJAOXゾ却ぢ十
d一世謝料初めよから十九
世誕項まぞ
vトかすての
4
シ下内的社会
rト泊以栄作一連
m
b到よ制讃マ室。一
- 8 9
品
J4
‘TP
‘
l
ル之、ポふ語ほ本家
A1qp
シ
与語でつ或
t G
場 排 川 を に 旬 、 め る
LEvd
ふ緩め意啄匂ある対
これが十シドド於
Fにはプラぜヤ語
4?
タ
l y v ι
詞 謝 料 の
・意 啄
κ
凌ば札に。師ぢ、沈万湾派、
v投人モの維に・鶏与
地
V」して或民単品掛め決りピして、富豪め土地
Aり)史部
AV
を譲護寸るご芝があったが、かうし免土地を沙ヤ
1・
ぞ
11
》之云歩、き》トザ}ルの離譲渡最を沖ンヤ
1U
苛
l
ルダ
l - v
ハヲヤ
l
ギ
I
ルの神有宕
UX
呼ん芦。要する
に、)誠に凶作菅禄貴訣の手法に対すゐ説会掛#のぬりと
L
て、プ完覇者めま重助
K
・対する醤手の単必定そ
れ寄れ譲潰するもので、譲浸入試、その滅域の持戒を説認し、温患を賦課し徴集する護部ぞ認めら払そそめよ地の広さは、菅引他球泣の高下
κ
よってぜ〈かが弘前
nk
}A
唱に)剖川各誌をラヤ)ギ
1 u v
する泣め式さなものも
・
・もるが、主
V 4件数対或ば}品相世サの濃い所碩めものめ頃的
つ 記 。
この制度
AW
起涯についてば調灘む史科を欠いて袖て'
ぽっきりしなれ
γ。当謀、略、‘商刊し堵白川いトイ
ν
ド減弁の
沼裁量制商家
νト行ぽ除外完封よ制定〈
E 4
クタ
l
ア攻守
UV
」
深い潤聯掛かあるヱ芝ば場へられるが、ま界一方、詞薮叶 必 ・ 況 前 の 、
4
シドにも、比れ
ZMm
いた制度が持したらしい
記録
M m -
あるがら、元々、先車前組成伊あっ一允ょに品点
WA
町
Hosei University Repository
式に盟議精冴の制疫が入ってまて完成されたもの三考古都ホ必の倒壊の-究践剥
v十 本
U v d
ふべきであるが、長い
~られ
る 。
•• 
・事援制剤淘
ゅに'再開
u g w
吋?ギ
l t w
ダ
l b y
の中戸も、
，忍来ば説会め再掛に泌る実姉〈溜税
V
一 給 与
の
意味で
VA
M件
刊誌犬あて族水の制??故人骨比が誕られやい
- b
、異様
が
あったが、)寝受け大ラヤl芋}ルぱ品、芝かく世襲均報越で池粗を厳集ぜず、想起頭
AW
雄利者蓄を'菌弄ょ。
も に
Q
・9
易〈‘またヨザ
1
キール
κ
金する汐吃ーや
1
ル噴けて、これを普舗の必融業靖ド手形割引して貰ふ、
- P 1 2
支配意力降、富接で進対的芝なり、画家綾ガ〆
f y
札長‘長作歳濁め活躍を亮たり、いあ〈注百
の干
渉を謙換して出加者協ぞ奈がちでしなるのであ
っ
て、すべき事実がある。
蒋
- F
五緩め溺い埼内 竹山ト同件、事実よい劃卓三河じ瀧賓のもしかる
vト、十入せ艇に入る芝、こめ制度総急速作輩
、
の芝なゐ
P??
して、王様を
更ぷ
弱めたり、或陛対端
、へ
ちそ似は、与まで之進梓宮禄賞最前ロマ
1M
・1
ル
情勢ガを略成し易い・を議哨
υ、函車からの現会掛与
を
婆恐々うになったから
町こ￥一手市央集誰を
λ俗図・する商家握カと、ざヤ
1
ギ
1
・
である。かう
L
免疫北民、当時ムガール帯菌が叢色謝
ルド吋する殺到吃最火曜に・拡張して告らの剥捧を圏
、 ら
κ
入った越黒
Z
して現れ一党諸事請に基之のマあっ℃、
・
ゲ
E
するジャーギ
j
ルダ
1
ルハ菅掛貴ル及、作ち〉芝、の創
，
綱ヘ皆、誌の .施喝容、
NVJMT}
ぞ
1 1 V
タールめ搾張によっ
者の対立が誌4r
，るのであって、かラした芳毎ほ兆の樹て建業生産方が衰退して、常定の地鋭、故入を濯禄し達
成め説ぺ
d m o
房守る
.
4 4』うして、埼
κ
ほ入ル
?
. 1
調のくなっ《ニ芝、そめ上、希英
、のマラ
l
タ
1
裁の婆ボぶ
アラーかノザデ
4
シ
‘ハ
vv
一え大
1
〕民二大
v
・ムガ
i
ル苅
L
て、、坪沼地起の一東部
AThNH
劉か紅げ抗除ならなく
.
輯のアクパル〈
vv&
五大
1ぃ 叶 大
O
五〉のぞ
- 7 V
作、咽現金なったこ芝、また甲英雄刀弱誌の錨謀、
PM
・- i s
‘ ー ル
一品与による玉置場め帯繍軍を教蓋して豆羅
AW
濯立虫兆め誰剰が車晶叩
AWAm
拝よって採託され省宇、まかく実
D
を 商 品 十 、
mン ヤ
1
ギI1Fをみ療しないまでも、これを蕪京第芝なっ党こ芝怠むが主な遅商であっ党・この拝め
、
意味なもの
κ
した暗婦もあっ究。しかし、犬警から云
ベドベ双績は山ぬの制煮は淑地
gr
ト表、岩哉は威川ゆまで品
って、時的の下る
-vト つ
μ
てラヤ
l
苧
l
ル
AM
教が-噂してるが、雇史的む意味は立《なるのでゐ司令
主義掛か激滅七、同埼に
y . M T I
学
1
ルヂ
l
J μ
のる笥
AW
所一方、有刀・煮は中央義援の弱北‘待券の混乱
rF
蕪じ
一
、領'に鳴する雄均 漸坂本大地皿作されてゆき、靖-匹以兇て、台芯め突ガ白ポ
K
その勢刀説副を接縛して行き‘
zs 〔
h e
在封建藷反の状態を示すこ之もあった。火山勝、十ど三うに告由競唱ずの新しい詩集劉援の式態
MV
説泌す・
8.
Hosei University Repository
-4:"'" 
A A
踊開講演婁旨米国
の
極
東
清武
家
博
7.1< 
ゑ認の
h内実
zはその止符英の政治按溝、
.即ち行武者渇た
る式統碩
1
商務長官芝掛拘義務一行濯をもっ議会社ぴ或
治を・涯忘する世論の玄量から-主り、越国
YH
兆して悲し岩
井安め長越が必
7
・火、そめ呉からみれ崎面旬、大ない記、も
いわ却抗争・
門法薗の外交武護法
γ認張均に喝えて対説、
hs対ま端、対
極東外支
AWVF
一着任臣、必し揚る?芳〕中対談外受誕生進
醤にせずるもの句、戎函
d m
ニ十位記初頭誌で恕しろ
f m
密輸
4立場
r p
あり‘ワ
U J b v
トシの告別演説
κ
みられるよう
r戸、政淵列強め掛字
κ
まさこま冗ぎ、
? j h
乏し件。これ
がモシ司
1
主、義の}面乏して輩害され、乳キ主義外交
淫してあちに来圏外実政繁め)甑戒をなした。会ゾ一め培米謝外突は強進菌作品刈するもめで、諸制揖砧町‘独占非ぺ越前でみる。こめ美もそンザ
1
キ義の
w r p
宣荊去れて
いる，亦
VJ一の語家外まは涼一
!?J
一の尚意め桧葉一宮滑
d
.局する主著之られる。そめ技斥アヲアバ綾進地法
4u
あ
るが攻淵'剥識の替ガ芝角逐するからで、)面満雄拘坊
」
世間的であるヱ長一匹、略面独占非抱神大らんどするあ叫
P 1 Z
寸ゐ・
・
議 束 、 外 、 交
J P
アメリガ入
h m
淘泌をよんだ英、から，みて、
」常時期切民日々、〈
0
洋氏、一八
WAvivAO
年比、}
入え
01)
丸 } 一
Q
年代、}九百一託尋双綾の国掃にー令け
て考えられる。市}の時期は独立挽強めて来週話、エムプレス・介
J
ノ
-LJVA
十警が申留にい+いり、ついでコ
W
シぜア警が酒廻りで求ストシ、
40
香港を轟て世界一
遍しょストシ作帰京し、議ストン 商人作中首市場め有撃なこ
E
を却豪づけた時代である。品符
K3
ロシ
r M Y
-号謡番グレ》々の希同中頭、布品物 宥潤をある芝 細概念を・ボストン詩人に縛説北じ大ょ、叫に思われる。円かれば毛蔑貿易の寓到を之い
- 4 k b o
、その議二却のアメ
w h u
入試
中閣の土地 広大さ
E
多巌め人
WHZ
、政治経済殺構の
お ・
r h
漢謀、乙し穴清家挫の端清をよせた。その綾対安貿
易で宣剥を得たボストン萌人も語り、-マルヨ京
l w μ
前払
謙一極京市場品川政致命商業費ホ
hup
ハ味を制裁して
V
ると
ミ医事えない事安 ある。
H」 ~ 叫 が 由 々
}AW
埼調の意義で
毒 る ‘
弁
v一の苛期ほ商肖載事
νト始在日必.一米国浴室議集約
r
ト
よって美習の港・た剥掛に宵露し、たがこれば来園がすでに中菌、市場にかなり、ま留してい詑こ玄の証左ぜである。この)境広平洋横断 連産芝要一会を着議する事輩、からグv v d
ハ
1
指ぜか凄遣
M D
れ、いわゆるクリザ見}指涛氏を
悲した
e之
m
項バアメ万ガにおいてもアニフ手スト・
デステ
4v
一4
ハ務遭め痛舟〉
u f
唱えられ、本浮薄津区
進出し非湾'式判、、，樹新運動一進涯の結戎オレゴシ・却す
Hosei University Repository
-5:-
ツすル己ヤを入手ーしたが、清
κ
綾渚・
κ
ム松川会雪見されて令、長官これを正義兆.ぜん・どす
4S
マエフヱスト
・
ヂス
ゴールド・
3
とを蒸し、
322
の重要性がう日一二夏場識は
37F
兵 『 芳
. g
湾
認諾される主夫に、太平詳の椅来性へも詞也が私われの剥肩とおづた.ン百人の費券とは殺謹闘を台人ポ支街中- G A
うになった。当時北双早洋におけみ端接業も重要
i
て~?"に文
N仙の光をふえ
44
之とは台人め膏替でああ
明・、添っ売からハワ々諸島より百本、中国代
・め商問が浄一とする考えであリ、
ζ
刺広やポてヘ
4l
の門タ商裁き京
じ、手くぜずル
AW
釆誌かちつい
Pト ペ
01nw
議説、
・
百添ロー ズみェル予の
vブージ、
μ小品リシ!‘タアトの弟外支
め・靖国定なるのである。当、対米国の点呼浮奔慈弾むしへと進み、ウィル
yudAU4R
之の疎求不漸く方句韓殺を
てのサシブラシシスヨの経展は同点平洋横断航路の重要する ‘そ汎も圏内農業閣成の導水均
t m
夕、地ず1・・
6
峰を示
L
、そめ中閣にある百本列島の綱櫨な認識させその理想主義の教をはない.をけれゆ之島一一次夫斌市対
た.作
γ
ぺ
v
ーをま戒せしめた謹進却が糸涯に
J4ゆるか業貿著の増大と央
κ
、その託識の京には弟外支
κ
筏帰
K
なお按討を要する両還であるが、そ
，m -
人連・務長哲十
4 G
，大載前よ
'叶リ宵本の進山崎ばア
J F O
力と対主
L
や 勺
ウ
z
アスターがボス
.トンみ利益を流通.しているこ之は歌涛市は石芥
Jヲシシジ炉ノ油開支にみら札るん
F4
一埼船内対
栄味があそこ
n u
悦・また一一割政治家
AW
経済的
dな
u p八凍
U主冒譲歩をしたが‘
wソシント
γ
瓜保持ヌ列国と央
K
玖響
K
合
も、亡・ぴ話く車問薫
吋 滝
本
3 .
最哉の尉治ともみらぷょう。密穴，
しかし繭必最多“
4
極まへの戎啄字申断すゐ。とれ
κ
第}波大競技ア
JA
.リ申引はその栓滑的禁蛍に調達
L犬
よって勝利を持た産業費訴は悉速に発議して十九世紀が、-一ェ
l
デ ィ
1
ル武震の強援と失
K
第四の持婿ポ娼
ま
r p
ば曲演
ι
を完成する
ο
二、ド第
}J一の・河期が姐まる
0
.
ま
. 5 . .
百本
ρ
帝覇支一義の反警と共KK
居永厨
K m
時間は
世界史的にこの時一
Ar
ト完結して誠州.列車
ρ
帯国主兼作・・治めて品位京にそ「ポれた，
よる ふ割即断行われた。こヵ・風潮ぷ米酒も剥載され
'
笥本め降眠、留民政府の脆弱産品り謙蕗品旬結果室、じたし晶慌
たこ芝、球菌内
rh
一志ブ
，W
シティアの漕滅したこ主な京の異変米態に朝撃事費怠どもおき芦，ま菌作とづて
o c Z
粗疾寸て一蔀
AU41V
ギジレ
i
、
V1
ズウェルト対政外交が広裁と
L
て第一兼鈎芦はあるが、極京裁ま
などの政治家、ゼヘンむとの軍人不まず動き、
;
これに'告切教Lて君、えら訂以ず、ふヤ新
t
い車棋を品憎悪とする
毛 、
J
ずシなどの貰潤
JA
贋蒸したのである・
h v
〈て永角
川 ・ 九
痔蔚
K
達し下と恵わ抗争.
最 寄
ev
れやおけゐ比色、グザム島の併ム都、一同第のハマイ排
Hosei University Repository
ーらー
ハ公開護潰要旨三)
近世初期に於げる田本と南洋
E
の関様
、
， ，  
戒一
可本ばア予ヤ大症の京測
K
南北に一豆づて吾く蓮る苅
高
Kt
て、右病人古もが〈主治色素許怠埼は留品脅
wk
d小出来…食苧次第
K
割問花
L
主浩ポ殺惑となるに・無
nv、
品帽の山地方から太物を斡入せ強ばな
、 り
なくなっ衣。辛
日ト
ーで
、
家がな海を甫て、右剥せ界文明致活粋弛の一なる
.
支部大・控
κ
蒋立
L
てねるため‘比較地造離航海域・和冶
命恭なよけれから一裁が国抵は業専を京越えて太棒
rト表
。、其の産絢を時入
1
‘其のま比を京入れて宵民を浩
の内窓会』萱
K l .
文比港遣の掲げとする之と訳蛍来た.
然るにい胡痛の海外資号制眠之裁が関内
rh
於げる諸事め
乱
Mm K
よけ・始弱持活ポ曲賞・となり、都に#叫が、南離の忍
--統を巌
K
組油相
L
たのマ捜
P4
の正帯な、交誼賀事都会く恭
議
l
十件，之、
κ
識が胡問唾闘は品向島山崎勢の将頭のゆ事
r n
定
-
B勿汎い支那以外の第三弛南井み地代於いて、支部、帝人乞寅にあ
t
て貿葛するか‘戒は支部の定物め代用品会
第三党
r件、ネめる外な〈なっ
- K
・枯方南弾
K
はヤ大佐誌
の加減から故吋人が謹封
t
て奉て壇宮内貿易に活動
L
‘
塊球人間明文部人の雨方思議も盗人
KL
て、武球す靖笥民
の荷動ポ我が間試を事一蒋商事制裁
L
て南詳
K
品展せ
L
的る議
Jトなサ女。
-J 
弘J.
E 
生
裁くて近世一拘胡数輩詩代
日ト 人
4 8
と‘設が禽誕の南
J涛
rト金量するむの識と訟で急
文
。り
μ
で悲叶
川
久ボ致援
を
，
担当す
，b
ヤ和義外去、重椅費助Kよづて
貿易
の実剥
h g
戒め、以て草剖の確立
kd
ヌ
l
，々 さ
r p t o
y
て却制拍さ
お削穴ま叩格制度を拡大盛山ルじたのマ、ま勾絵は年々常
、
非各弛
K
肯ひ解説
L
」雲川川本竜、糸の謝留まさ一十換算額商
vト廷歌
J
J二司教十重
κ
よ
dてその貿易は英の演も董も洋
丸増大
I
非.南拝諸簡や
、
持羽目ト氷向弛ぎ
r p
担武弛を有
せる帝河粛.失靖嘗め妓巧む幕蔚の外ま
.
霊脅方針
κ
長
F a v
て、その南枯れ乞裁が薗に泳す
n S
ど河時
K
‘，辱を
晶状錦や圏著を童惜して未にのマ我が貿易は憩めて准盛と念り.殺哉の
t女重は火
、いに盗人どなづ
k e
決
KJ
同時判様怠
朱ー却離に根本訴
LK
り、或は戒が茸
r h
志
，
r解する・諸外措
K
事m.っ
Y
南洋に赴き
J
選統記
κ
碕み留羽る
者 、 む 叫 剤 〈 靖 加
ib
件，掠
r n m
川殺φ
誼 ・ 突 ' 賢 官 勿 の 符
r p
護人を
あっ衣吾、家島、交祉ハ・少のキ揖問〉葉市纂と渥濯の百地志判官一広人の集団部落首
H
本町令官吏裁
3
以求.部ち喜志
島マ£ラゐ京都ヂ
f
ヲ庁とサジゲル‘-実徒のフェア
オとザ
ト
ヲジ
・
京婿豪の英地メコン河よ誕のピェャ持
ーとアノンぺン及が謹選メコ
- J
斑の宇説
.rトある商都ア
ヴムナヤの京南却などセタ苅の選句
K
百円志宵が糞議され
た・マエラの詞本
、町は草とも文稼初年
K
割劫合札、一
神崎五十人の資本人、水涯泣十掛蝿電設液哉の友重入居く社-b杷稜
4U
苔年以工、存続i十入世紀-の強め.、裁が江戸璃
Hosei University Repository
一可ー 』
持の宇剖朝一者十成京』ヰば・も一双んだ量譲の苛本苛成、一-埼向
d J h
室専桂を増犬しか件嘱対督官匂の荷鶏でもある，生成
百長市民が茸説者
u ι
なけ‘問留の王底殺意敢に、在暫河陸、支部産め外、京京、ベジずぞ
'ぺ
U 7 y γ
産 官 判 官 。 タ
車を奉拘て犬い
K
諸種
IR
，洗の外百恋人
C
説 。 荘
L
た壷にト輸入さ
Mぺ髭漢は、昏噂.重唱棒、官守主島
? h / .
年
砕 川 ば
.V
ヤパ島内めバタゼヤと。ハレタシ、ァ
γ
ポイ十マ
tw
十万技
4 v
輸入さ斗一
.持拡警の斑万点て麗京地
'
高戸、
irf
晶 、
dyVIU4
‘ポルネオ畠やスマトラ高の減に摘した表をあった，匂怠から‘酒、妻、禁雄略、技
デザンピなど靖、詳の畠マ
K
まが、半島地域K掛
U
てはなどの婦問‘扶の製品、や多華同封たが、調錆も輪車〉以
下鰐ゆ如剣苧マ」づ
VA
州、村野及びピルマの一曽有
γ
ラカ 斤り高》は最古家ぢ宵本のム夜、県連宮前謝警官報ヒし
V
よ山重くは却夜行しまだ殺庄
L
‘各三犬の挫方戸庇づて技可き机て
、狗た。議や事読も
4 4 q
多裁掛損され一
て軍事よ晶体走工夫
LMK
浩動
i
て百本人の戸一相を」高から豆南
J r
ぜ靖殺えら川川、童〈勾壊や
M1ι7PMT
まで
wヰマ
ーめ六
Y
.a
京十唖
Aり茶碗
TV
輸出され‘更に錨語設K品川けても‘ォ
品刊新恭立百本人の南持品忠誠と対南詳主連費努の発展
Jブ レ
F
輸など
P作法づても鵡川出ず継続さ仏て
句、早くがら
，κ
よ り 、
一南持産の多一曹の締賓が大聖戸輸入きれ
4H
一 抹
K
¥
我が持問岳民、民、〈ヂデヤ各地に唱持率して、夫々其の地方
'
なると央
K
、、我が告す判も本均船停車寸て護法日れ
K
・O .
のへ
QK
費消され穴
e
戒は錆支などの諸外掛
K
よって嗣詳ろ拠
K
輸出され九
部ち南井がらの諭入品中数重大な
444V
のは、ま寂謀説内
め玄会‘縄地崎明‘綿織や長物ゃ.試真.児、喪、の枇科大る麗京などの森夜、刀都喝の教夜、法制計商品り蘇攻
， -
由抗議需の川崎豆噌帯金料用品の砂遣の郁き、事
1 4 4
釆銭
最長需品引岳スぽ組農相エ品百あっ
- Pれのに対
L
‘百本から
の輸両持は貿易脊本どしての賞 情調
v切なる銀を弛め
ど七て‘山刻、調.紙、風貴などの制き品産物、足首帯構、求殺を珠
U
ては税
t
て控費やエ費高などの加エ
品が其勾大却を
rロめてみたのほ‘当埼の靖浮賢官勿ま寺
町寒すおに山一
4 4
注意寸べき或蔀にして、又封殺いてみ湾
.‘包U‘ 
‘ . 司 守碍. . 
. 
、
r 
' 
Hosei University Repository
• 一吉一
a減
替、
第
西
の
.. 
刀〈
業掌ば匂当山リ£均一山野の茅抜の‘由
v r n
旬生する多年宝
AH
草ぶにして奇さ普重早大
- T
避に重し、其の援は或
は弛イいに
・葺ポ・し、東はみ吸
L
て拘る.沈の堰
g J
年を
は者
m w
点守、長
d q
ある訳、ゴ一年
‘
ムヰピなると
艇写
L
てかお
X
よ
q
義靖大医室長ずる.主は仏山の根のよ部
Z
時二本万乏教が尚之‘よ部
K
裁を会弓て‘支活必
ム 芳
A
到のか者花を商
J1.
裁は放掛形をなしせ央リ、
ム信託
κi
て‘砦
L
きず一本の支肢が誠実
L
・その家事
Vト剛き畑毛が窓生
L
て負
4 4 .
欽期下なる
し
ζ
薫
棟
、r円 蓋
d
vト芭まれた光武あ
4 G
千三掛の山本家制.成熟して落下
する.ル同の棋の京却はシコ
3
レ レ
ι
称する渡色め包煮
を多量に会有
Lya
て、布布の喪耕として美震なる
・
0
色彩ダア出すのマ古来・室用、川れてゑたのでああ，・此の撃根菜水中国民・於で撃めて世
κ
行はけ札る主ラ
κ
'な
AY-
たのぱ轟故意脅さ棋を、礼子が持藷退問建議
K
逗
栄之容朱胞も
L ν ι
支はれにのは
.
市 一
K
この茶色涜が・曲
方から甲岬関本主一ド卑示して、壮」
κ
蓑訓甘され九品付を承
lbAAmdc
、故苧典礼を安
λ
ずる札予はぽ嘆
LY
‘中
間の正色た渇鼠色玄何人ど齢制度の紫色停車づて説ら初m r
んとするの有振を、当首刑の世帯
K
於・け&草，義の誕 下
司
一 ・ 恭 渇 、
w執 務
- d
町宮の百本埴助国議、官事頬鈍〔必臓の部
V
一義、百
点遂の衆車体脅威、進めもあ定
以少し〈産桑を嘉兵す
一るが 習志支
の
ものば朝鮮産主荷台河じで、ぞ
AW
実物
一ぱ緩ス
4 2
・繋穿乞
V
蒐由屯ぶられ¥んこ之主予て・
額に比
l
て絡したさであづ
K .
業草が戎ぜの産よリも東地のすが古賀なる『}.とは‘
宵本に於て者表嘉手‘紋国の産京最も
L
岳ぜあっ穴明
く、ギ寓
に ・ 恭 て
る河南の産ぶ
η
骨戚刀る
のがよく
.
抹
日ト品開哉のるの骨川一新謹河型河よ或の
J岩山ド去一宵
A L R
脅銀・
生の接援ば其の色素
Aり譲与に
・Lて美麗なる蕗
4・キ帯
同'貴ほれて友作めであ
2.
誌の宗根崎議
r C
殻許・として《みならずその煎汁ば
尿混及
AW
入 品 柄 小 り 宮 崎 飛
- U
FM
して欽清士、り孔し湾、
.援地に・終
て時若
Lざ ん 桐 掘 と
d催、も人同日
ト触れ
484
肘は訴堀されてしま
、がのずにあっ大
e
珠山内この紫草
- w
雷裁の蒋産品の一とし
で中留に掛州議さ
Mれる物資甲の重要なる兜也を
y w
会る酉内
掠毛その椴出の善一ほ換めて実 拡るものであ勺
R .
然る「作品味輩は其の輔相手県中島ポ寮持する みな、りず、又之
K
寄宝する事買もあって
つ
究会「作成熟して党戸港
ぢるものは甚だ匙一地ーであ
b.
誌も其の地が乾減せゐ場人
山
JC
あ
4 4
めで、えが電当の謡と混とを涛て薬芽するも
・
のは強めてがいのマあ
b.
帽して其のま曹は瑳くい発
見
3
・μれ 羽 れ は 書 幅 一 ち
K
乳揺さがて
L 4 a
ふのぜ‘
AFW
吋之官
E
生
産する党ほ前託宙議、伊制午の外、地思議宙先端の紘広明キ
Hosei University Repository
-Q-
表、寧更湾問北善斌の山弛の一
- h蔀代並ぎない.
、武のゴとは殺の突よ
s n t
荷きぜ有期奪文由の脈摘が絶
滅
1
てふ司之を栽培するもの哲ミ
、
R
穫が
κ
骨 一 裁 に ・ 之
を克
48m
みとなったや〈、電裁のヰ賓と支疾ど
K
童
L
て住埼芦慣を奇ぬて戸た莱草時刀、心地の哲然主は次第r p
其の帯を失前日、又護憲沢恭ては経費、よ之き教祖
L
屯
凶のだ、嘗て角えが
多環ゎ
ι
誇ヴ
大リし噛践のの円苛も、み
は焦ら
- r
h閉泊さ札
'・て、業本山市一密烹の畑ヒ北し、其の絶
潰をますに宝
、ったのさめ多プ
西域の佐保竿は
A
J司と
J徒、る尚官
事なる
.菜料植物で、通
玲から各界
u水路繋
K
よって中関に撤入せられる柴載は長
s晶は茶掛どして、相側報ぱ柴鳴と
M F
て‘すべて
，高緬を以
て品京、「穴津の
、荷入
κ
識入せらおペー其の一一部は奈津よ
り吏
K
よ奇才雷
rト洗面していとのである，
兼選設は其の宣彰ポ美しいばかりでち、く、えにて数
十苛
・4
、持〈とま識者包上
v t -
染
LmJ
犬る紫色-モ久、し
き枝羽目も蓑色せ悼のす百赤色を好む華人.意事人足
・
西域人のよ流音放は麓めて綾南守る常どなづてお
4 6
. 
. 
X
この業最染の
L衣を着て拘ると、え一試案外報咳践 珂
義がら費肱の尿道にも
.よいので、妻認せる者人ぢ義英
K
之を甫'かればさ気を収筏す
bν
』さへ
- 2
陪抗、華人孝
子は父子
AW
菊にえを得んととを希ふ翠
，であっ大.
ゑ醤
r n
余ても報草はぶ忍涛成比ば準にま畠ザ
04
宍謝せ
られ、・各地
r h J H
悼泳連ヤ謂まをも教軍せら託、記事生産品
U
諸留は延毒式
vト費舗の年升をも史めゐれる民至ったの
であそそれが及
、AK
なると《北の要還と英
K
悲 湖 町 誕
-
澗ぞや実費を怠
ι
、共の需零時也管涯の妙手会蒐な〈な
、司
k
，此
m w
曹は頻桜の色場を掘す
κ
は、宰
o k a
用誰怒る
き教を容す
b
柴緩和
4博品な〈ども、藍や蘇茸，蝿すを甫
. a
a て粛軍・なる£経代よって議上げる亡とが曲家るのを‘
、
藤教のエ古護区比，
a
法ポ毒ぱ抗、せも具
m
来弘之にて講
更するに・歪づたのを葉坂業法端攻裏殺す忌之 と詰ったのであ
1ue
ぎ汎ど業法ませに・必く忌れら日れたのではなく、叢芭
と
t
ては最高維の品として工法骨
ymw
費議議@痢地ぶ凡ソ
殿よ人の茶色の議紫、最高 滞
a k
鶏はる紫志、若き
尚持の輩切がなる家梧讃のえ凶偲等
r h
甫びられ‘
，
一敏友
人の笥粛に康晴寸るごとは許さ此なが 持 マある，
‘
焦
bk
室町靖よりまの務ず品輸入せられて添の議仰が盛
KP
なるど‘本人や新 治環
L
氏、南武の有爾索現によって・
家来ぱ訣婚として安甫せられ 品川とな
、り.引
M
て嘘婦
十チの盛薫と
a L
て税向需が竹
m v
瑳裏を来したのをあっ
k .
焦る
r n
徳川弘の世と・なるど‘其の質素品開決致蒙・
80
之
、が成問ぱ次第
vhd
道けら抗赴会よ凡ソ靖失せんとし
K A
ワ マ
ある.#加、元総よけ士、礼文武の能震華美の世 』
4.
青が持、
λ
の液
K
来づて緩渇
L
て江タ紫
AUh
却を天下
K
説
.符
せしめるこ乙となっ大.されど其の哉、皆帰京
AU
混
a
-たる世の疲遣に失・ぜられ、主
.抗議色必
X 4 v
材婿しが忌
Hosei University Repository
-10-
割引へ前戒のアニリ
ν
禁制併が輸入せら
M 4 8
こ
どどなリ
L
議来、事色
m w
訣色は広め榎剥醤問翠なる兆羊
薬科ぽれよる之とどなヲ大ので、業雅哉の法院会く怠れられて
L
まっ
R
のである.呉の書簡京宣は元よリ愛者
、珍枇絶
L
択のを業草はそ
.の脅惑を百八度か
κ
葬多撃の一
蔀
r p
兎るのみとなり.東京どしては深大寺及其の時泣
の家
K
・ 撒 本
Aり気弱ぜ
4M
舎のを克寄る
K
土宗渇己ととな
ヱハの可とある.故
KJV
来の法を得えてみ
K
存する対は
謹か
K
京都、主開‘ま肯尋の数意と立って
L
まっ大，
その書、害ては京裁苛と去へばプ惹持家ふ
L
等を思
n v
務べられ作盤
、ちあフたポ、込ゲマは
.当持を用件
~ A r h R
る 祉 川
ぱ九島〈なく、究一度か戸井最年長棋の前にもと江戸の業展脅が味期L
芦渇蜂篭の刻
M網代在。
L
司ポ考えられ
ZH
のみである.法の家茸・の麗まは
・婦問裁の襲撃の盛衰とよ
，ヘ似て拘て、 告のさ拶文則仙の先端
r p
主って
h阿武装草
ぞあった官庁
κ
、 副 知
d p
寮噌
rト漏え品訳をあゑ.
尚蒙草は蒐
A小中間戸於ては諜草、薬草と
L
ての外
K
察施よ
K
持ても韓めて省一専なるもの}ヒあって、家古双
ルル文のキ岩肌り露英には紳
M特に挟ヘ
4 8
事綬震は北の葉
4
怖
を単楕
A山 中
K
て奏出したみ煎計出よづ 着色寸るのて
ある，又正月神前
K
棋へる紅
W1V
クちまをのもの
沈の蒙援 以て通色
L
てあるとみ砧ふ，
其の浦、世識の点沙の中より搭堀
Ad
久永寺寺拡ふ・リ
軍
h y .
結晶料品予の幕維が込蒐ぎ
Mれるが、え同同点執念集根
-於られて
、
rトて接色
L
て作裂
L
お噂誕識だ、
A小可と}」も，由款にて
は常北の雨品酬を甫びておる
e
次
κ L
之が林踊世間英であるが
1
・可悲善弛ガ
K
持ては
占タミ半誕の需がニ同
AM
てみるが、曽義や背中碍才替にては
扶裂の
- m
属噌をばて主人、が山層、山
K
生えた嬢撃や茨の他
の柴草を根政
L
てタ一るといふ
dAr
冒特選前、
z m
ら左留
め如き青銅割以の治局靖ボ尋
' h y
込兎さ一昨ゑ水、其れり教が
き青捕側め
V宇都は訂減ちされて靖ふ成者
L
て治みものが
多い.品干の嘗ての常識品に掠れば¥其 憂さふなるものは
JO
盤 、
aえさ一一程義あ
0 .
大なるやのほ長さ一品
襲、太、ニ‘え腫義で‘其の調払陪巾なるものは河骨
J C
栓戸、世担 大なるも は精巧妙ぞ要経ぺ入程程す之氏耕を湾入するよう
K
なって語り、
.
其の定端は也、哲よ
O
-
剤薬
ι
て 夫 、 り
1
・‘一地端ぱ斧棋をなし忍中はかは一、-一通‘
.
伽
' P
大詰ア昼寝程託
J 合叩てゐる.品川
RUJ
輯噌幣
一育制明春ゆ金持寄叔や群車競めんまず由一・曹
。κ
叢隼や共引の粧の柴草学をポリので、
一其み涯を壷
rト 趣
2 h
婚の童物芯あらえ
一業掌は以
L
の勃く、古代の彰古文礼
二を勃・必てい，〈ど強めて室事官謹物刊であ一
4
たのをあるがべ戒に・嘘識に噛
mL
てみ
」
5A
小胃、世墳の人
q
会事〈之水島現遣。
才法
h g
描何台て共
A W
絶戒を坊ぞ
- v O
ラ
K
し
なかプた怠らば‘葉草は恥て曽裁の地
Hosei University Repository
小ら婆を務
L
て 、
ふことであらずフ・吋曲
- u d F
‘
J54J
足知学校芝
、/ポ
Z
銭尚孝
，}炉
'J
戸、問〆
，
(吏賞詞介〉
/ W U  府和一二八淳
J
一月一
A
司す)究論調咋舟一
AU}
苛は足制
，e
地を訪れ、北頭文敢吏
LK
特一翼の軒府在を
，示した史和
字我革広
K
也靖ある減問守台支苧した.・当司の記事ば
会努一拍多民曝リ、以下之の母語明日戸司けて諦みを
・爽ふる
.門
h倒土〕次
κ
手げる相
4
諸説紛がとしている
e
}‘
・巾芳重創建説〈燃料時執弘義
T
〉
L
-「平等清利笥学費制説(判明珂献榊.寸前械が材料鮮か
L
〉
玄‘疋剥義朱剥建説(捺崎緯意寸
一東海義」ゾ
吋円‘叉制導丸創刊建説ハャ二町
4 b
殊考〉
止策智春邦議『器削制連 ハよ茸桔託誰託〉
吏刻字或詰峯・誌はτよさノ首亨賓廃ゼル
.一 一 当
.リ小野
4
・ 萱 兵 欺 的 ，
Z
就キ史-一写悲ヲ剥主シタルモ‘ノト説明ブベシ
F
淘シラ柑ノ
・講説ハ其砂煙司翼手ノ事?ワシ、ヲ謬肱ゼ
ルモノナ
vvL
ど
r晶聞いにて♂
4 0
・
我が封鎖苛の業掌の和〈躍って
l
ま
へ活紛失学説〉
.-{1;_ 
.{位萱〕尭荘の我地・ほ・初本底定刻布吾平宵に・ぁ
- G
が 、
剃建蜂の社査は足剖布。京帝叩円す許
q m v
地実芝、
Aヂ は
摘波
L
議占際環刈の斑域となり、学ま氾完どリラ
b n r
け
、
脅って足リ佐々さ瓦.水器蒐ーさ札
t u .
汲水沼過のおそれ
があるのマ兎少の高峰地ヘ婚したものをあろ
- 7 .
冨牽・〕品野重ハ入。一一
1λ
ゑ-一)が酉苧の意識
K
就い
て本校を凶州立
1
てからハその予涯ゾ人昼食京消
h y
業
き結切だとさ
Mれてい
4 8
が.定例措‘
h r p
至る卑
m w
頭の藍
長の斌況は越知する勃耕一
b
ない.蝶
A e
幕宥執事よ歩意
失ボ下費吏剥涯を脅すみや、来芋} 年〈}百三え)書籍商覚建支を裁け.孝我績を奇注Lb
軍部み巻呼を埼
宵
K A
赤めえ含号唱し‘これと前一波
L
て捧舎河電孝弘引いり
海諸棋之をおマ卦(校主め都
vk
椅き、大い
r h
芋まとし
て品卸陸相裁を整え胃興が山肌づ衣司法九品質の芋荷ゑ多少の必人が建い集司大.えキ
z z
・ つ
w w
』ハ〉
K
恵実は波
堤を定めた 、よ拶九はその被患志、憲者も文字を静み善〈父祖の志
b4
継ぎ‘事績を寄盆し我基を笥くし
K .
当
4R'
兵馬鹿痕
AW
擦とて北の苧荻以外に患者すきもの
な
'く.胃方から笈を翼づて怠る会のがあった.吠之か
ら第七世の碕九牽京〕革主ヒなゐ
K玄人芝、芋業最も壷
んを天文年中には家殺出ナ十人を捜し仁と云ラ。先峰神・4菜成
m w
保証戒め治、も大き、
4
‘女戒は普
Y A e
沢文面厚に戒
L
た骨骨箱を寄婚し火、寄ま桃川町詩、おK
入。、重度芽吹が
柊 持 組 問
弘 主 持 政
L
、 率 、
乏を粛に伴づた
・由勾プ存会く充義
ιk
Hosei University Repository
-1 2-
d p .
帯決の死持州、徳川本最ば発痛を苧我山作迂霊
L .
九
せの岸主調室足感を辱〈港経
L
学習苛
UD
‘書持
J一 一 旬
A
術
部
K氷浩字放す頴を奇童しハこの浩孝で列狩
L4
作寸明晶
子家品開」寸一貫説法手、
L
ぷ 暮
L
の類あり)、火焚に・涯づめ作
宇品を胃建し
ιへ八科滑車寄京は享棟一}}一年ハザセ
ZA)
dH
覚，参議の帰途主主句、リ、裁善の捗哲一すベ・
3若干を暴謝
L
.
て之
K
砂浦を加え、その底管
bz
巌 守 一
f k
し↑載の縦覧を
装
- M L
た，その綾寛政ム不ハ一七九三鰐
m m
、特約の以内、
表現苧剤私定め‘要
rト享和-一年ハ二三一)文北九年ハ一
八ご〉の雨段
、
粛与を砂援し伊都.(拡がの建物利)詞治晃
年(マハ大八V
吏剖藩主戸商黒行は本我品目家へたの
を憂え需興ド苛め、い水道助箱、と都
L
繕を扶主ょする刻を
-鹿
L
教頭描教を歪今、、後去の強奪を勝浦
L
京喪の磁を
摂
L
〈兎在・は争え・十一月詳し
fz
一 司
rト親符ざ乱て
μ
る 〉
.
4
藩のチ位伊達泣碧患の芳一を摂育した.施藩畳蘇の設.
.叫 明
治主ヰ(ィ八七五)の桁本 管捜
vb
なづ
b件。胃ヤヘ
淳
K
は靖間試技諾書記管水間
Afk
より京衣し‘-埼歯
官、絶液・となっ
・て
υ
る右』軍曹を番町喝し会謡千を守村し
JK
事
もある.額二一五手、更刻苛「戸大火があり 点、衣
AW
事護
持、命英夫に買っ作的マ 時三五年ハ
J
えロニ〉宮へ剥可
有とし℃思存する亨となづ十円。
現主は来刺市の管援ポ
K
あり・定刻字表並噴調書掛怖
が設遣さ札・本来の法曹のぼ蒋を計
iu L Z
抹
K 7
日投湾事
を持芝公補習客祐としてま胡
F
縁穴
-M
似 て
μ 0 .
支 暗 問 調
本 一
F
汗
っ た
埼リペ当
況の
'寄
φ
ヰボ奈川
、米リ熱川叫に続守
鳴別
措
J4
い
そしえず』巴ゃるのを
昨 慨 も
しく搭いしたァ
門学嵐
L v ι
文正夫的地位〕上帯意突が育時代上た洩ほ専ら
梼芋を辛とする専門教育教閣の色彰ポ岨清かったが、次第
K
講速の策調が私庁の
M .
品 也
、
支‘子、東
λ品歌
kb
d
t
リ教護され
6
・ 報
r h
なった。設には武家赴
A A U '
専ポレ
h
'応、川レて実磁の字合曹につける揖め動家教育
κ
横M
て葛
リ
r
訓唱えば夜、内キ
LA
にも帯写の護城山的多く
h
b央審ぺ医
学る講ぜら昨
R a
申索以綾ぱ苧宮市
V
摺提訴多〈字問は
そ
m w
手
r p
叫 品 川 ち 、 苧
-枝川り主治ホド弾院の窺範戸別づて
μ k e
宇佐の館側芋
κ
於て本校はぢまがら更
κ
者注を折衷した
特蘇古いすす瓦マ各国民窒殺され、溝京以外の宇崎崎却
Y
外
a .
渇迄も京学
L r .
プ』
u
イ
.スのす本支氏ゴロ水戸一」プ議
AO
ん伊荘ヲ有ヌル慌-
V
ノ大字紙京地方定制下時プ
mtz
プリ幹
i v
政判
J
縄大
苧}一週
M
料ゼ
ゎNZY
ノ下ハ疋ブベカラズ、孝也
J
多数ハ碕
指刀朱ヲ
fuvパ荷沼タラ
、〆千苧プ毛
ノーナリ
L
とあ。，
，
ク
Jブヅゼ、ザゲイエ.山川島すの蓋教
f測るその年在を努め
}』宮崎
J
、護〈
d 2 1 マ
V
対応迄その
u n
，を撤ぜたのをある
A
マサ}氏は芋が旗育雑商であったの
K
対して、本格刊が
、
専門の浮求として存悲し作美.苧爵が教援と却摺れて
M
骨円台美
K
一歩章人だ
4UA
りが謡めら刻、江
・』戸飛成各地滑貸の
捧室開も繋るむのとおえよ-フ.〔議差点ホポ文葬芯な
J¥
教育森頂付ゅのをふ併り多〈は
Hosei University Repository
1ー3.-
祉桝蕃宮島県も-降、ァ申期以前ぬものは寛当らな
μ
が皆祷の
損害淑はユ
4 4
.0
都府殺とぎれどい
0 .
中
κ
は甫署肱の
和
ζ
申酉をは晴也、立
L
て本放にのみ正るという貴査なも
のも令む
e
書籍は揖に入れ輩を外放としてあサ・再首丹尾一レ寺
』
重意の晶、北特があワ、
d
之輔亨レ寸足刻字校
LAN
句を
ノ
捺す〈カ
V
下本燕)薪書申・掃加すご手七百菩胃、妻戸端克美
もの
e・...
.
、 .
0
尚蕃主班、
.
Aハ碍一葉砥
.旬
、 ふ # 句 麗 - 実 寄 冶
O
草寺ま戒人〕一
(
d
ナ市吋り
OA
主義一
- r z b (
蜘 事
η
O
意氷左碍註挽
7 1
車 川
O
理事ま古川
.
q
三再りよ拶患志守主
O文
'遺}一}将
v
李善五逆襲
。さ文孝義}将字ホ0
講話技戒十持
。宵私ュ将来板。商務ぜ訟
'
古 一 押
.
皐本
O珂事主将+加物叫川島す
'
γ
，
〔世主主輔の宇業、兼摂奇郷の忍判
d p
議行の司令威行
・
ぱ更剥大夫
L ι
私して誌の弛に忌法
L - R
，ついで漉おの
荘基
ー
意義、疑事は百内東部まの滞臓を安寸寝家の基旋
守留め
‘
義患の三『ず義国は新司足剰の誼となり、そ
の長手義宣ば新司鼠を訴し
.
次予築家ぱ
足利
伐を抹
L
℃
v k
札制
rhM
将 司
た。婦問調ポ長止さ挙げみや、接首相の=一子議矯あ
ぞ の 一 事
κ
紫
d r
・-鼠子の故蒋予を草ヒし勢威は持
m M
開示
'を
設
μ
穴水、殺品川門戸帰掠
t
諸費し
Z
兆の寺を建レ守摂
}ぜ
q
，i
ふ
t坪を寄堂
L K .
建久年商の苧セ草お肴を般向
上 人 ・
ζ
示 品
7
，新語英、さ宗の
. u g
剥マ萄野向日作模
L
てセ堂初島を建立
し筆者の咽
W4
大大宮朝末を辛霊しゃれ，その秩等九暴
溝手も寺棋を号塗
L
たポ、一時寺蓮ポ団用品づ官、
'
樟川家旋
，
ポ犠興に嘗め、通ヤ戸商京五島剥の
-一
κ
数えら初刊
JK
主
a
寸た.多政の宝物と共
κ
、地似宵寺文書と菰せられる賓
室な右文書を壊して
.M 4 4 .
〔建豪〕長
κ
党内
r p F V
玉門
‘本業鐘棒、範明事堂.多安
一落 、
}明品位線、更制式の墨何重痛なむがあみ.その中‘本堂は天語一一斗八τ
一喜一)建立k
唱 え
ι
れ才五埼章者、屋根入母屋造，本疋替、葛
斑の手法を甫リかむの又痩岬せる 園内
J品調‘菜商民間、安吾
司、
ぽ合格富山輩、我え葺
¥TP
却は薄暗材とな日ヴ、場調週一
- Hフ
Lt
明曲活向
Jh
央日作地明会滞
K n u
特殺を英鴻
L
土建築をある.
、X
品臥
刈讃』轟見制字放の荷克川よ友樹官民刻 扶寧婿是々
'/
夜沢嬬短也実刻字ま捗ぶ害ヨ廷判明学捜宣演図書結実刻字輩古挙結時
b
λ
が刊商詰廷判定
"の文犯と室重綱領ハ辰也
1
・t
究費
M 7
斗〉
藤明紘浮
1EK
刻字まの府蒐
・
へ 時 四 手 段 後 世 町 芸
JF J - .
阜 、
C
新材
F
沿定刻字哉の温持ど晶剛毅差侍ハヌ拡
1
南量点記〉
平烹
・
義会訳文療と
Vべ刻字まハヤ世
F A F
汁る靖神安浩〉
渡辺せ措定剖花致実剖
ZH士京
v h t u
て ハ
W入学兼義百五二
- v
更剖好述蝶
A e
晴氏の婦数
〈
小出鎗品主
恥
蝿概略寺か吏
久
世ザ兵制定蝶可晶
V
(安調町調ゾ
Hosei University Repository
-1+ ー
〈会員瞳想〉
沼 山 吋 ひ
世つ
L、
たま
h
竹
内
・歩
2止ともみか、
P
一世記緯前事官」、
'AA
が調の芋商法殆
んど膚相手であっ大・縦づ
}k
埠
J
ぶことバ河畔
vh
饗賓の
並
45
村明石之之マあり.その酉諜は満宮手掛ハ干に道一
m r
u m
食.と
Z
ろが晴、北の主義と失
K
芋視の宵患が本み
曹
r p
かかれ、・夫々が専門の将坊に謙〈突きこ台ヤラ
κ
なって来ると.肴
Lυ
宥識の授蒋に最大
の
持味が
向中リ・ゆ似て.とか〈人闘を非みどいふ亡と知子芯札場
-
ち
K
なづ穴患があ
s e
教諭智識の綾得倍永々 の重大
な社事をあ
4 3 4
ぞポぱ'帯
K '
子設であヲて百鈎ザ
C
・4
ない.や
L
念々 が乏の寺哉ドのみあくせくする市ら
ばそ却は翠
κ
埠
J婦の状、指涯に濫ぎ宮川
VA
仰セある.
祉相国匂字問は費
K
っけ泌ばならぬ.持
κ
人聞を冴先
対象とする墨史芋
r n
おいて一}れは持
K
警水きれる。
屋支寧はキ易官立患と・算勝手金掛断念許さ泊挙制判定・お
S
，お〈まだ垣去の事実に主紺
L
そのよ
k p
宵己の
・
4喝を磨川似て特くのマある，剖度の穴柏・
4ちあみ叶沢ど
も.現ムゲの芋宣教高ば}}の其の弓治則をはっきり調まず
K .
唯連症を藤、ぐとと二資格を得ること
K
可申が
遣はれて
dh
ないかと思ふ.相でもよいかゆ詞束
、の
軍本たけ得 童くヒいふやけ方で
dV
味のな
M
縫詰
直
車
F
を来めて得意えなっ}」引
pb
採なやのずに留み寄耳ばけヲ
ly
河工
L
ない
I
少〈ど、も史芋
K
志
して票づた公々に
ほ蹴
K
担当の党鳴があ
る暑である苧カの不足念、友々
す
えめで
は
ない
4
草
間べの古川
がめる
が
ど 、
フかを問蔑
ιと
か
するのであふ.一度志し穴校時・一生を期してこ社主項J」み九位づて売る.切ずごフして牽民県晶叩採な物知りとなるよリも、市即河
H
の我と
A小 官
' 力
、我ょを拘弘帽して多少なげ
・と
も認が惑がれてま六か・と芳えるごとポ汽切で，
a
あと恵み.
ハ会員遭遇
V
H
ザ
W H v  a且
p
事の理想は吋百事鈎なる一宮導入にな
b
」ごとに在る。
有吏
ω A
朱初
AW
敗議その、ちのが掌きあったかポ
F O寸であっ
党かは氷たお識をイいすば・は辛い
V」忍芦，何故な
Jのばそ
の墨
W入を完を以て
A小胃非り
つ
、あゐのがが蓬であふか
'
わである.革網島掃とゑラ場駅ある，掴人として昔、問、宗としても亜悲を夫?穴痔
K
ち
ぴ
去ふるのをあ
4 0 .
、
政戟ポ絹来
L
て芋をあっ火ど主い得る諜に芽を以て
准交の一実
7h
を裁つで庁き穴いゐのをある，
b z
を安げてお平す年、幕有
5 J一殺の}人ハ，若年骨)の様
、
なかっこうマ・、執が詔一洋生になづてす、りもラナヰた
っ
た。孝
は簡の舟
rh
臥し、危タ毎と子択
をか
ちえて魂
ザ }
し が の
め建縫も詐
さ
れぬまら
K
、望
美と哩
づ
rh
取掛か
元号
客 司
一 時 一 年 ・ 漕
巻
正
一甲・聞... 
Hosei University Repository
ぐく、持宝森毅育専
θ
域、認を持て苧生たらん、ど訣舟
ーたのは実伊れこの脅さあった。各百産車械犬時間、長芋を護持叫する亀戸は}百の腫堀川持粛は急時期内外となり.肇商品劃考と京して椅主するかど協明暗抗たが、幸匹
L
て坤並卒業
JAi
ポ約手十年寓、一司の
M〈晶瑚も長
ゆっ犬模骨収
b
ボ絢を主凶、包滞卒、も漬む媛、藤なる枠
聞の}入として}ケ年を，品群遁し得衣こと崎、蓑
m u
支
ええして強制州なる怠志ヒ薦者とが掩康ガを鼓舞したからであ多・と思われる‘同紙 字会一も、点頭、もにい人達ば り 和ふ
、一致
ι
v
・戦投悲育ふ最も軽んぜられ
、
ている文字
K .
菰告は蒐蒐め明を
MA
て忠す官けあっ
て、がは一ム-人民頬ずり
LKU
晶体な義窺競合さ文
、
特づ いる&・
先生工々が誰暗黙
bh
弓識は靖国見識内々世
4 8
‘或は電信
費議凶
tb
，京は趨裁たふ、識は撮老ぬ背戸建る
hw
争
各々 の特長を魯揮な
J J K
て一人一人寄非事なる意
8
.を以て芋宝辱も
4 - E
綾せられてお、り
M 4 8 } }
とぽ‘・北よ
官〈頼もし日一ナ乙であり、安嘗
vA
骨を露骨屡ぜし坤た
μ
裁ぞのや宣之完全代}致する存在をあ少れ
4 8 0
英樹字企として、家哲局長講習生し
ιL
て、新制判曲
1写
裁長と
- H
て 、
.者専
a主主
' m
可.を絢え穴チ戊叩一式謝視として
公私共
κ
者離の道一占同調霊川
v，然しなポわ通削先生命々の
芭権刀と煮も
1 ~
い同長生のや与の
4 4
とポ一品ド臨戦訂づ
て、単品〈
L宵干支のせ送対日叫
品あ
ことを瑳唱して採
b
なは
-15-
、. 
，. 
，学内
i受
。し新制明大芋虎
m w
人文科苧所、支耕
rhd m
和ヨセ一年度がふ
γ稽
笠め爵吏専成の諜程ポ設けられる量百と立つている.謡選金工の漢字卦にと司て義
LM
様 。 リ だ あ る 。
。京洋まの調涛蒐まぱ争被寮京六芋の方の寧ほ・となられ売が‘ふノ然、も釘就き講曹として識農を税当没収
4 4 .
。申失態街、字国大学ぱ話事麗韓怖い占法賞式学
kb
砕
A S ¥
段、教波撤費字生は法裁誕珂寄と持・匹前鑑前れ‘荘、会宇部
k
して埠殺から発足した
J一
旬本一の鉢長芋
m w
として
E
期待きが、事禄ザ
.も品部品六一寧
AW
説明司怠一一段ヒ勢埠す
4 N K
至った.掠
r p -
命大方押の議曹は非為替鶴間遭い認する
宵外
h w
背事雑誌を業肋りて語。‘大層需拡府
mv国書晶慣と立へ
ば著名なもので‘各国央是党曹働抑制
A悼の議環誌など
賓室な瑳吏請託桜吹争い，.芝、京毛可。悲
b v
トはふ埠
dhV4
申瀞って英博‘，町、ている.
0 4
曜荷芋部ぢは大正丸耳東文京大
. K
畿・いて議主 芋
・
部・どなってから
Zo
与を苧之、鴨川年一一官民訴会式要
•
. 
を智司犬。大河藤長の挨場、
V穴巧猿京大謀長ハ当蒋教
要都高〉こみ胃官報議裁の波鋒畢官あ砂、抱
K - ι
・ 趨 の
託会汗字ポ様
ιされす
m
・・
うE・三
Hosei University Repository
一他ー
メ¥
~ 
務
四
河
湾
主
五耳}元司
2 v
大高)し品調〈
g u
ど司日湖沼〈占企》
報
告
昭和二六年度
吏学会議会設が新入
、也被迦会。
治時会トト於て式会長藤弁先生の意義毛
h u
s
希め減
、
委員笹国民よれり会
・郵並がに
会骨制点年度の予等事業計画の詳餌
r「 百 一
る説明占めれり、北山先生の史学会
4 %
品約の
解説・ほ愛
κ
入ったもめでめゐ。縫いて
者入生敏迦
rhλ
り、山竹内北まから本訴
壊の単位兼港町の説堀川かあり、更に点滞された先生方より編成穆があち有意義な}出刊を過ごした。車業論支についての懇談会。弗丘一国史要調査.習指円減
l
鎌倉参集若約三
o z m
‘
入持母
MC
業品市に怠討まれていたが珍ら
し《好天屈託民意まれ、予長'め行動が以まため吋
RH
利よりマあっ骨円。
一緒
r h -
切内先
生
AW
蛍品引いで国覚守
K
庄む妥孔さん
AU
舎利殿
AW
綱説婿は
d m
当に
・よかった.
本等度
-A'・綾の汀手予定について連絡苓
員会ハ卦崩究室
V
一藤持、伴内、丸由、
関野
A4
抱彦、
桜サ
〕
ο
耳
)vd
一司
( ま 〕
) }耳〕
0
ヨ ハ ち
司岡弘
ヰ泊ハ
WY
ヰ〉、専問拡ふ署員出緒、
4 A
4
度
九 出
JA
ほ
のゴ手許語芝居怖そ
ハ 他
品川委員会め記事バ婚す
u
講演「最誼
乃
前端諸球勢
rトついて
L
三人
若返秋新
品議会
局盈津島高平氏
述語氏の
、政洲
JJヤ
γ
月三に亘るベンタヲプ
夫会出席
F」そ仕を中川山
Z
する量逮
AW
状
等乞ユーモア党つ
hgh
りに議されたこ
Z-
場戸氏は東六
両洋史以穿ずいあって趣
- hべ
f
史的に述べられた'こでほ多くの暗示
マι
指導を品吹け事しかっ宍結局閣内外
のm .
遁ほ・百本人包穿にもその}国あれヲ
之される・第三副会期語潰入管ハ
AR
学生水
1
ル 〉
表務会長法裁藤持基点部，旬、
環トム封建制
vニ実習統
、治ポめ諸問運
教品伺釦叫中久悠
求運め
4 a
末 、 京 家
.
講師
-清水
，
d
町
、道世に卦ける百ホ
Z
南浮乏の詞砥議抑揚生成)
湯量判ロめ主選二小平洋
4A
が却護浮を緩
る輔
w問題レ
rト関根ある寧英数十葉を、
・
藤弁先生め説明治句ぞ幻嵯院で概掌
1v
・
有意義な数時間を遂
h k
斗省大持経ゴ
Hosei University Repository
二月)
九
胃 宮 〉
. 
-f マー
し
た ・
0
京
公必措置制
守品ザ石五十
d治省哨用品
川
hト漉講す
。
ペ講演事遥ば捌橋市以遥
-o v
・
判A
湖国史震調会
。日耐過栃水晶足利川挙法従来足利学校に行ったもの
少く
、・
為に
沌の也を選んだこ
乙
は妥当でめハ昇。
女 一
、に当地
AW
通蘇
1俸
の
川百葬さん♂先導
・
で着々原宝山吉与
えて貰
勺たこ之は遥諾
「戸 港
、えない
。
‘午前入時五
ob
束 、 私 ー 浅
草源措
ふ 二
G
清
J
J一込品疋剰帝京着
藤持一柑
向 、
ML
Jd
社党注に学
生‘卒業
主 婦 バ ぴ 一 一 組
事壊がもまじえて許エ?泊、
靖夫「い患まれ蒋の温
3ぐ
ze
-一のも忘れ
て然
治兵克ヰし
、予
定
AW
4珂刻
を一身.商発盈
し ， た 。
ふ
- P
万三埼玉
oAγ
定
刻帝京蒋匂帰
Jφ .
J峰 山一 司
川混ざん作品翻ってい
た
デ
い
'拝客奥
‘
浮か加
者
に道室する。ハ桜井)
オF
足剰学査の峯岸さんか
らか
・ 語 ぞ 国 間 口 、
.費-重な頼者わ
い訴さ克ぜ
ていた
ザ ノ ¥ ‘
更に
'銀河守ぞ見学、
了 必
払山越
忍者さん
の
z M
6dw
恕
説捕があって占ロ支著争覇軍
援のもの多数
ε
見るこ
E M f -
できだ
又足利高萩最頭竺示回さんも肉汁で種々諒えて千さつ穴。
Hosei University Repository
、守
ノ
A 
1ヰ
靖
、./ .
ーはー
.. 
Hosei University Repository
グ
Jブス
従
。
四
年
卒裳議文ば満足岡洋玄一匹芭つで、話
y v
sJ # d q
一て一も量
J入
の課題であっ択。悪え時仲家活字め，
v着岡洋
rト選挙した誠司費'
‘ 
‘今、ち‘司点滅剣刊は覆
v h o
品々の金属瑚
p s円常護、って高羽仏る事叫
が掛熱かったのほ、私一人でばなかった'であ乃う。
ええ卒業輪女一休、業しかるべざ箸慌であるの件、一死或
かミも或々の頭を幅まし緩いすたの
d q
おろうか。史学科
に入場
L
噛 叫 ん の ほ 、
f
史学こぞ最も婦会学問であり、叉
どさて行くどに必尊で誘，
G
サ乙培えたから日のあらう。
キロ輸ば我々学生が学蕗
w Z
巣立。に当って、過去にお吋
あ学者町長畿のゆ歌山此ょに当るわげ刊、あみからい誰しも島知必勉ガを碩注、して
J
ミ 切 れ い ト 当 」 イ ハ
J
う
Z
言 、
7
野町ぞ持
つぎ・ば商ピであち
- 7 e
訴し「~ラば考えて
h V
た芝
L
ても、
・
をめ前途ーには設多
中啓専がある。そめ}つ
rト持向の束縛がある。加世論こ
の轟な捧暑ば充争に認知してはいるものー をこぶ犬き怠悩みがあるわけであ、ム制。
J
'eE
，
h 
留年生が卒論に浅ガ
Lid
明迭し一.ょう之期一舟
L a
ていたの
，
K
妥掠であっ声。
r M
かこの識な羽持ば淑』ペド裏切られ
てい?食.
・主与の藤嘉の義市に、各えが台色の若手
v f -
レて批准して煮た斜
gfb
れが」謙が・帰宅も唆誰仏なけ
が世卒業法禾怠や
Z 5
丹て一訴晃薬もな守
，
クラス必着
-
、，ーで'1 雪?
が連停滞議作来て頑をみす時交す害義、それば寸卒諮問，より外dm-
なかった・
6
文 、
'
品 作 ま
rトのヨ老司によ野の山
・
で九位子手も尋々あっ
J R o
老
)7L
て友す~若葉ほゅはち詞
刊む あった
a
との棋な状
z患が還に梶川弘樹ぽ迄稜い一戸の
である。得し
A J
はもラ過去の幸之なってしまっ夫。各
人は歩〈々哲芭め論文
r h
討するえ省を汚
h v
、靖足終息フ
ている着、
一蕗ぱ防本満足に蕗っている人もあろ-?・
だがク
7 4
八
vhA
とって、
4
卒論を一通ぜての}つの夫さな
政護降、明者酒、準札台工いろか、クヲスめ島東が学挟句会ラめは醤かな一時閉そある日-一も拘らず、百年
- m
知己
め都く親しくなっ犬家予ある・
， -
r
A 4列系誌この治指を持続げて、
の説判の事蒙ぞ
' d
同れ花'遁
hり 、
d岡越して支援め研究一匹逼達し、勢巌を期-そうでほ泣いか@
。 一 ニ
短絡弁先生が会報弥一.輯詞創刊一商学の我々ば}致以てま啄式学究学会の
再治記〉
ハ豆七・
}-v
ど
年
A Y
ブレザー ル之いう斑行且請がが荷なる意義をもって〆
いるか凶作甚だ撤妙である。 かし乍ら蕗 意味で 意義以か
q， て ‘
JA
吃梓一応
df
・東京訪問品よ守も輸
Nしてい
た却之、
¥
選券め蕩動草場、ベスト
M t
ヲ
j
.穴場なるもの
が吃れら
L n v .
珂ち叔戒め前ドト甚芦弱い
Z
い
- Z
調レ
r d
品部氏ほ
4人いつ叫コノ史
d n
北判
4V4
のる』ザ』寄っ
て
J M
犬二てがある。この語以又遊説泊めよう
Rf
‘、
Hosei University Repository
-~~ 
絡に二、品刊、殺考
VJ一年拘議
2 . - d A
一ザ‘内
-J内
少
・¥
γで も
い活い
¥
意岬ちでの
J y
アしゲ
i
ル
4 .
いな
い-Y
い て つ
苧を事
U .
一戸
川口
メ
シ
パ
14
・
又
WN
多必なパラ
4
〕プ
4i
ぷ喜
んで
い
る
炉、うまくまと主って
V
るこさが犬
さ
な持滋折、
一JP
る 。
薬
Mトサ
d泊ゆかれ
J司率一定相之
、町神楽，おの
JR
閉で懇親の宴
を殺ったこ
y』を前半ゆで葺く。構成員のマ綴
NrL
刺
h v
萩
巻割以身或は局訴州都著の反身寄も
Z
J、1
水 シ 〈 ふ ? に ・
同菌
根荒からぬものがあること
も
ル与
の
留をなして
いるお
か
も知れない。
三分ような戎沖品川「下
ι
史学
、授の濯若
者
η
百 戸 ト ・
4も
HA -
ガ
添えして行さ大いず}怒っているのであ
み 。
巧ばてもあれ、相人氏以』よ、司瓜に'ぜよ、るくまーで
主‘体制を擢立して行きたい
XM
件前述の表炉ち
し
'て却了
解していたずけるで忍
w ?
のぞあお
e
岐に本平均
の
)J一 手
』
主 - 今 劫 何 児 婦
r p
メ 必 令 が 、 期 持 山 臥 ， 氷 川 神 叫
QU
し 持 品
F V Q a
乱 軍 ， 語 い ド 蘇 挙 制 抑 ポ 身
r F
宮昔話が家
，事多拾の作
め
退学さ
れたこ乏を前弘し・た百三九五
dてご
ζ
守沢認〉
(臼制二回)r
務，、
必
ゾ
-卒業
/Apd
日
画記‘ 会鈴豊雄
生消息
〈
動
化重投首
・
4回裏
4止 、 立
'TλW H E T d
伏
文部省晶君姉
d出 品 、 離 ぜ 〈 か
げ学校
括橋市立掛橋市按
JA
駅
水守
英両英2
.亮果市弐雄 U
AJ ・珂
持
怯 y主活 j笥?骨量や:言 葉 i寺本正湯 j~ 半活 dく
山二1K 点塚田場丸表接国‘嵐決凶申キ訳 坪木市平
孝義 善
.長十 } ‘ 弘 j葉 J 返さ孝 弘 秀 碕 暴勇 ， 正五-{>r1
_æ_，_~ 雄主主栽1;11 部，突ニ，謹二ニ子手よ卓義一治直'ニ努清雄都却
式主主到来i]f /次 対小原
五反
7t対 ;il
事T
大京猛進国ロ台町小苧挟新嬬区
kAJ
原戸
山 、 小
学技
訴
止仲 立
川
高等羊ポ
策鉄議
d軍部汗器剖民倒産
法政
J〈学端々一高等学校
天- d g
主
d智久、小学萩・
泊多ナ
J， 却
M凋生中学技
杉
並誕立北持芳三小学挟
足立手立功
4 V J r
一マキ萩
剖立松潔高等学放ル イ 義
H都立千葉高業高等学旅
坊乏謀
殺
ψ
詑
J成
剥立北覇語叫令子学校認希
世
主 司 ー 進 端 々
山一 小 品 マ 止 状
持高
J鉱
業
紘角会件〈月
Jザ州何一千芥)
二謙川区立却
ML
中学長
一新婦区立・
4
掛
7 J
一1 4
， 字 放
私立中野ギ学校北邑主赤羽中学技法談イハギ芳プ福寺叫哨掛市立要苛・小学法λ
王子市立芳大中学求
手代前活程務事務河渋ふ区立峰、代小学技
. 
‘ 
~ - ‘ 
Hosei University Repository
新制第二図面和一一六年
度)
卒業論文題目
前期白面司思議運動の寸法務寄下、底意諦薪耳鳴発・
ト
・涛に間前新型宇中必之して
桜井、号
車混達者家の一春由来
「
消却にほえ、ゲ内各穏に
つい
て
、甲山源
太
都
議崇
弘撲の調
家統
いト閣する新莞英対智技
栢治初期に於ける時間市営の議骨子ついて湯山汝司清噛科教の)考察
'犬
家
一松丸部
アメーカへの新移兵を中川山立した
a q
民
mw背義母手番
か
4 m
悲ャミ
諒荷戒の
dm
完
i
品刊に長消藩
44
記叫川藩を中氾宣して
-再清獲裁
撲内
rp J
於ける，間減
α
肉声演
・
司
.
u n
江戸埼、杭に
AK
ける留ま
l
狩に中申遭笠清白純作
-ついて
浅尾
K
入吋す
量亭藩宮崎来或
zmw
閣議
.
一安悪剥淀
江
戸時
λ
大飯町
人
気
、貿
AW
府莞野胃均
恵握鈎に・晃夫プラピヤ科学に濁する考察
・
高木
太平天留を市訟とし・てみ界最司会時
M慨 に
・つ
いて
砂川河薬害
-2. 1ニ
調滑藤新前夜戸
A r .
ける蘇奮の窃盗
4ま
まK郵
志議
，.， 
J -
、理・首京喝の英習に恭ける、法王護・め法入盤について
人甲山公悲
WT
藤宮婚ま考滝藤}副議
助郷の経
主
主義
A ω
赴ム進活戸浪陵ぜる
zw響広つ
V
て
ーよ
Y了して遊民主活
'
小'濁酒文
鎌倉埼伐の思想玄宗教
.
斉藤孝
暴の部藤制度につ
V
て山・喧耕存，
十え性記に長ける刊はラ却の蓑妖塀故
κ
ついて入
裳各議
高原貿易な通いいてかた英滑湖町括に音対する}考察
l u
維
rト
問均載事パ五る廷の通業関原を甲魁乏して
権宵穿夫
d民訴説作品町内リる天板め社会靖勢
l持悼文遁平八却の
弘め
原因
κ
ついて再
，場陸剰
え
p
幕府の菓並素早
rトよる諜放の品拭けた彰響
国吋藤、えま
准泣町入社みので場察i特
ドト文学ょに項われた有人
を甲山句として
.
土屋語放
江戸幕ポ崩壊遁涯に長ける政治説家のあ併¥ 
栢川家轟
・
サポザ匂ヲを
- W
沿
EL
てめ払
m w
ル会ヲサ
ν
イ ヘ 説
領原逗子
イギリえの泣
λ
品作ガルず
454
〈ムの浪ぽした彰響
宮廷-美ゆれ手
子1号
Hosei University Repository
-22~ 
前号省、公助制された活嵐腐りは
産会ながち実現伯尚忍なかっ・穴が、必調講演の要旨も与進
r p
地ぺ泊
T
L
詳し之発表するおき、躍られ
た
一覧圏内で広まるだ庁喝患の武
義に歩を進めたつも・りである。しかし本号は事靖により養指老露い芦ため、多
H珂不績の業があ
るさ悪やれる掛か、
.?っか却克根市
康いたい
1
グ初期叢院なって患にお願い
L
て 、
L
かも早速原痛を寄ぜて
τ・さつた方々にほ京地より遇、謝AWA
信作たえない‘
O
J 
一
本号にほ各年次爪
V率業主蒲怠
.
をがほえする乎史であったが、}掃しか集らなかっ作めを、地のヰ茨のみ弘双号に法廷車載喧たい。そこで牟業生各泣も遣犯
い少難ヱ 4 - 棋の決 .に増 の)c ‘さ火消
o .( .わぬ若手ま 希主要新し史 穆努尚~ E字湛
芝す史認 ' * 支を 進学司親孝 をガ援赤史を
もと蹟商会 す多をき手屯会 多三時制挙を
主手~ >i> 議ど O る教期悲しも'0 芝才t 百室訴し
ニー ド々行し ・.本すにい主干 すためす兎'i::
E可なりをて 挙る者 7匠~ る潟両 ; Q 牽し
義子ろの事t"/'! め よりり ・遣 も制 r - v 'fI'1 ~更
〈沼う穀画期l 河ドこ でつ のエ清 v 学
舗を。告し項 }ζ まあて で溜息 }こ~.
! 英米減ての 還商学る会 あの調 者 究
委魂坪米局如 ーち学科 tf. 員 ，南港査 f主 (
資 -し J費寺りく が同め 数 . 7J{危 て武
〉 ・女こ民主? 、 、 る者施更~ 民I ~き， ~ i1ま
「; ~可九 三つって- i 
も叉 jす溜 まよ突 J 
2 ・ 知ヨめlF:. .ff ‘期 費 指 』すう学 j 
j れ定予主手 先 ・ 潤補 巴制導且 .な会 関 1 
j ま は定度 衡 を 両 j
j せ非同ほ家主長田三 三ー 議 藤 濁 ほ ‘ー; 
; ん業あ少却ま沼治活等弁 良和 旅 ; 
。式りくの戎三五サ三先 墳の n- i 
j めいれ沼百元争生 め試; : 
百社も潰蝿調 官~ 々み予 ‘ ;
湾え〆L 両 ，活道 東 百 ー 与をと 時;} ，，~ 
i 't!- ・ l ;舟・の京 京河 ・ー をし Aι L 
j 姦 コ非京京 予て ; 
更 1 寺蒼 草色 、 東 太 i 
jJ1f … 一 円 - J Ji Jj 。う ・ ・ ; 、 ?
M -
